
花

に
な
り

実

に
な
り

踊
り
抜
く
系
譜

中原 諷 人

追 悼 誌 上 大 会

遺 句 集

主催 川柳塔鹿野 みか月 /協 力 川柳 塔 お きなわ準備 室



十
原
諷
人
追
悼
誌
上
大
会



お

礼

の

こ

と

ば

中
原
諷
人
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
の
事
で
し
た
。

当
初
か
ら
、
事
務
局
長
と
し
て
携
わ

っ
て
来
ら
れ
、
初
代
会
長
飯
田
蚊
眸
さ
ん
、
二
代
山
下
以
草
夫

さ
ん
、
三
代
土
橋
螢
さ
ん
、
そ
し
て
現
在
の
盛
桜
と
、
み
か
月
の
土
台
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。

み
か
月
の
設
立
は
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
の
事
で
、
勝
谷
農
協
三
階
に
二
十

一
名
の
参
加
を
得
て
、

第

一
回
川
柳
教
室
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
時
そ
こ
に
座
っ
て
い
た
の
が
諷
人
さ
ん
で
し
た
。

見
か
け
た
の
は
実
に
二
十
年
振
り
の
事
で
し
た
。
や
が
て
お
母
さ
ん
の
汲
香
さ
ん
、
奥
さ
ん
の
み
さ
子

さ
ん
も
入
会
さ
れ
、
川
柳

一
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

身
体
の
障
害
を
抱
え
な
が
ら
の
川
柳
活
動
で
し
た
の
で
、
多
大
な
苦
労
が
有

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

川
柳
と
出
合

っ
た
事
は
幸
せ
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
誌
上
大
会
に
は
沢
山
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
題
は
、

平
成
十

一
年
国
文
祭
ぎ
ふ
大
会
文
部
大
臣
奨
励
賞

「
花
に
な
り
実
に
な
り
踊
り
抜
く
系
譜
」
、
平
成
五

年

い
わ
て
大
会
入
賞

「
一
番
重
い
水
甕
だ
い
て
生
き
て
い
る
」
か
ら
採
り
ま
し
た
。
実
り
あ
る
誌
上
大

会
に
な
つ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

遺
句
集
は
、
み
さ
子
さ
ん
に
厳
選
し
て
頂
い
た
二
百
七
十
句
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。
諷
人
さ
ん
独
特

の
川
柳
感

・
川
柳
眼
に
接
し
て
み
る
と
、
人
間
の
心
底
に
切
り
込
ん
だ
句
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。



只
、
最
初
か
ら
そ
う
い
う
句
を
作

っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
て
、
勝
谷
農
協
で
の
句
を
見
る
と

職
も
無
く
金
も
無

い
の
で
矩
健
抱
く

腹
立
ち
の
辞
表
机
に
そ

っ
と
置
き

忘
却
の
恋
が
く
す
ぶ
る
ク
ラ
ス
会

有
難
や
母
の
鞭
か
ら
ぐ
れ
も
せ
ず

靴
音
で
わ
か
る
女
房
の
胸
の
内

な
ど
が
見
え
ま
す
。
し
か
し
程
無
く

針
消
し
た
時
計
に
生
命
刻
ま
れ
る

耳
の
間
に
や
が
て
は
海
が
囁
く
よ

と
い
う
よ
う
な
句
が
出
て
来
る
の
で
、
諷
人
流
の
素
地
は
既
に
培
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
川
柳
が

諷
人
さ
ん
の
人
生
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
事
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
生
命
を
永
ら
え
る
糧

に
な
っ
た
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
企
画
段
階
か
ら
携
わ
っ
て
頂
い
た
川
柳
塔
お
き
な
わ
準
備
室
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
九
月

森

山

盛

桜



い

思

■

■
■
ロ

諷
人
さ
ん
、
天
国
で
も
川
柳
を
作

っ
て
い
ま
す
か
。

口
喧
嘩
の
相
手
が
い
な
く
な
り
、
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
イ
と
呼
ん
だ
ら
返
事
を
し
て
く
れ
ま

す
か
。

み
か
月
で
光
る
諷
人
と
言
う
蛍

弓
削
川
柳
社

灰

原

泰

子

諷
人
さ
ん
と
は
長
い
お
付
き
合
い
で
し
た
ね
。

二
十
年
位
前
の
こ
と
。
和
歌
山
の
大
会
に
行
く
時
、
偶
然
に
大
阪
駅
構
内
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
今

の
電
車
に
乗
り
た
い
の
だ
と
階
段
を
上
っ
て
来
ら
れ
た
。
（そ
の
頃
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
無
か
っ
た
の

か
。）
じ
ゃ
―
急
が
な
き
ゃ
―
と
、
私
が
抱
っ
こ
し
て
駆
け
上
り
、
電
車
の
中
へ
無
事
セ
ー
フ
。
後
で
、

重
か
っ
た
で
し
ょ
う
と
み
さ
子
さ
ん
に
言
わ
れ
た
が
、
覚
え
て
い
な
い
。

諷
人
さ
ん
、
色
々
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

い
ず
も
川
柳
会

松

本

文

子



諷
人
さ
ん
、
あ
な
た
と
は
川
柳
塔
み
か
月
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
、
柳
友
と
し
て
と
て
も
良
き
仲
間
で

し
た
ね
。

「諷
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
か
け
て
も
、
何
も
か
え

っ
て
こ
な
い
今
の
淋
し
さ
は
、
と
て
も
た
ま
ら
な
い
。

「
諷
ち
ゃ
ん
、
早
す
ぎ
た
よ
…
」
と
心
の
中
で
い
つ
も

つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

で
も
、
思
い
出
の
中
に
は
嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
あ
な
た
は
第
八
回
国
文
祭
岩
手
に
て

一
番
重
い
水
甕
だ
い
て
生
き
て
い
る

こ
の
川
柳
で
会
長
賞
受
賞
、
私
も
同
時
に
受
賞
し
て
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た
事
が
昨
日
の
事

の
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
い
い
句
を
残
し
ま
し
た
ね
。

そ
ち
ら
で
も
川
柳
を
作

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も

一
句
諷
人
さ
ん
に
贈
り
ま
す
。

水
甕
の
水
を
私
も
守

っ
て
く

き
ゃ
ら
ぼ
く
川
柳
会
　

政
　
岡
　
日
枝
子

′
■



諷
人
さ
ん
と
初
め
て
お
会

い
し
た
の
は
い
つ
だ

っ
た
か
は

っ
き
り
と
は
覚
え
て
い
な
い
。

私
が
小
さ
い
頃
は
諷
人
さ
ん
も
お
元
気
で
、
よ
く
実
家
を
訪
ね
て
く
だ
さ
り
、
可
愛
が

っ
て
い
た
だ

い
た
。
小
さ
な
私
に
と

っ
て
、
諷
人
さ
ん
の
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
オ
ー
ラ
は
強
烈
な
印
象
が
あ

っ

た
。
大
き
く
な
る
に
従
い
、
体
調
の
問
題
も
あ

っ
て
か
、
お
会

い
す
る
機
会
は
減
っ
て
い
っ
た
。

私
が
川
柳
を
始
め
た
の
は
諷
人
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら

一
年
ほ
ど
後
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
諷
人

さ
ん
の
句
は
全
く
知
ら
な
か

っ
た
が
、
川
柳
を
始
め
て
そ
の
旬
に
触
れ
、
改
め
て
諷
人
さ
ん
の
凄
さ
を

感
じ
て
い
る
。

父
と
共
に
、
諷
人
さ
ん
が
正
に
心
血
を
注
い
で
目
指
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
、
そ
れ
が
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
。

川
柳
塔
お
き
な
わ
準
備
室

森

山

文

切



参

加

者

（都
道
府
県
別

・
敬
称
略
）

【北
海
道
】

伊
藤
　
寿
子

【茨
城
県
】

毛
利
　
由
美

・
岡
本

【東
京
都
】

山

田

こ

い
し

【神
奈
川
県
】

坂
本
　
嘉
三

【石
川
県
】

藤
村
　
容
子

・
倉
下

【三
重
県
】

橋
倉
久
美
子

【滋
賀
県
】

大
橋
　
啓
子

古
心

真
澄

【京
都
府
】

伊
藤
　
　
恒

・
西
山
　
竹
里

・
奥
山
　
晴
生

・
森
田
　
律
子

西
ノ
坊
典
子

【大
阪
府
】

古
今
堂
蕉
子

・
宇
都
満
知
子

・
水
野
　
黒
兎

・
山
本
希
久
子

前
　
た
も
つ
。
石
田
ひ
ろ
子

・
油
谷
　
克
己

・
山
岡
冨
美
子

宮
崎
シ
マ
子

・
鶴
田
　
遠
野

・
谷
口
　
　
義

。
上
嶋
　
幸
雀

西
出
　
楓
楽

・
大
田
扶
美
代

・
赤
松
ま
す
み

。
岩
佐
ダ
ン
吉

森
中
恵
美
子

【兵
庫
県
】

澁
谷
さ
く
ら

・
沢
辺
　
亮
月

・
岡
部
良
美
枝

・
竹
内
み
さ
緒

宮
崎
咲
貴
子

・
細
田

一
三
男

・
久
保
田
千
代

。
萩
原
　
狸
月

長
浜
　
美
籠

・
萩
原
　
典
呼

【奈
良
県
】

渡
辺
　
富
子

・
板
垣
　
孝
志

。
米
田
　
恭
昌

・
飛
永
ふ
り
こ

大
久
保
員
澄

′
０



【和
歌
山
県
】

三
宅
　
保
州

・

木
本
　
朱
夏

【鳥
取
県
】

斉
尾
く
に
こ

・

北
野
　
　
満

・

山
口
　
実
満

・

八
木
　
千
代

・

西
浦
　
小
鹿

。

竹
森
富
久
江

・

成
田
　
雨
奇

・

高
原
か
お
る

・

新
家
　
完
司

・

竹
信
　
照
彦

・

吉
田
孔
美
子

・

酒
本
　
幸
恵

加
島
　
　
修

山
下
　
蟹
郎

松
永
　
林
造

平
尾
ま
さ
と

加
藤
　
水ヽ
子

山
根
　
八
重

山
野
す
み
れ

牧
野
　
芳
光

西
村
　
久
江

門
脇
か
ず
お

上
田
　
宣
子

竹
村
紀
の
治

・

土
橋
　
　
螢

・

影
井
ま
つ
子

・

吉
野
い
さ
お

。

西
川
　
和
子

・

高
田
　
羅
奈

・

吉
田
　
弘
子

。

山
本
　
　
恵

・

西
原
　
艶
子

・

池
澤
　
大
鯰

・

山
下
　
　
京

・
谷
口
　
次
男

福
西
　
茶
子

岡
峙
美
知
江

山
中
　
康
子

田
中
　
天
翔

石
谷
美
恵
子

若
林
み
ど
り

山
下
　
凱
柳

奥
山
　
春
雄

福
永
ひ
か
り

小
谷
美

ッ
千

【島
根
県
】

岸

　

桂
子

【岡
山
県
】

伊
藤
　
寿
子

森
　
ふ
み
か

河
原
　
千
壽

丸
山
　
威
青

小
澤
誌
津
子

杉
山
　
　
静

藤
井
　
智
史

【広
島
県
】

野
村
　
賢
悟

松
田
　
栄
香

【福
岡
県
】

奥
　
　
正
之

辻
内
　
次
根

・
古
久
保
和
子

・
楠
見
　
章
子

松
本
　
文
子

・
仲
田
美
千
代

・
内
田

木
下
　
草
風

。
神
原
日
出
夫

・
小
林

灰
原
　
泰
子

・
永
見
　
心
咲

・
丸
橋

大
家
　
風
太

・
松
田
　
龍
彦

。
奥
田

恒
弘
都
三
子

・
市
田
　
鶴
郁

・
片
山

平
山
　
三
鶴

・
池
上
　
英
之

・
山
本

菊
元
　
誠
忠

。
畑
　
佳
余
子

・
目
賀

鴨
田
　
昭
紀

・
岩
本
　
笑
子

・
田
中

小
島
　
蘭
幸

厚
子

妻
子

野
蒜

佳
子

玲
華

久
月

和
子

敬
子

７

，



【佐
賀
県
】

山
口
　
高
明

・
真
島
　
清
弘

・
真
島
美
智
子

・
真
島
久
美
子

【長
崎
県
】

矢
坂
　
花
澄

・
佐
伯
さ
く
ら
。
三
瀬
清

一
朗

。
松
本
　
宏
子

中
村
　
忠
夫

・
永
石
　
珠
子

・
松
時
　
竜
人

・
才
木
　
八
郎

【沖
縄
県
】

高
良
　
秀
光

・
渡
嘉
敷
唯
正

・
島
尻
　
　
卓

・
崎
山
と
し
子

多
良
間
典
男

。
大
田
か
つ
ら
・
森
山
　
文
切（以

上
百
五
十

一
名
）

０
０



入

選

句



「
　
実
　
」
　
　
　
森
中
恵
美
子
　
選

種
か
実
か
毎
日
食
べ
て
い
る
お
米

益
荒
男
は
ピ
リ
ッ
と
せ
よ
と
山
椒
の
実

実
南
天
風
が
私
を
産
み
落
す

青
春
は
な
か

っ
た
僕
も
無
花
果
も

実
だ
く
さ
ん
汁
も
小
言
も
母
の
味

自
然
界
果
実
は
ま
る
い
も
の
ば
か
り

暑
気
払
い
先
祖
の
梅
に
助
け
ら
れ

ど
ん
な
実
も
発
芽
の
意
志
を
持

っ
て
い
る

ソ
プ
ラ
ノ
で
笑
ち
て
る
の
が
サ
ク
ラ
ン
ボ

丁
寧
に
丁
寧
に
詰
め
桃
出
荷

米
寿
ま
で
生
き
る
と
八
十
路
柿
を
植
え

実
を
結
ぶ
は
ず
だ
と
明
日
を
待

っ
て
い
る

梅
桜
ワ
タ
シ
好
み
よ
花
も
実
も

花
よ
り
も
食
え
る
実
の
な
る
木
を
植
え
る

海
の
色
を
愛
す
蜜
柑
山
の
黄
色

真
実
を
語
る
諷
人
と
の
時
間

み
か
月
に
花
を
咲
か
せ
た
立
て
役
者

実
直
な
人
だ
両
手
が
温
か
い

梨
も
柿
も
笑
顔
で
待

っ
て
い
る
鹿
野

実
の
な
ら
ぬ
花
が
こ
ん
な
に
う
つ
く
し
い

巡
り
来
る
実
り
の
秋
を
待

つ
我
が
家

恋
も
ま
た
実
り
の
秋
の
贈
り
物

え
ん
ぴ

つ
に
実
る
魂
拾
ち

て
た

現
実
に
は
遠
く
て
胡
麻
を
橘
っ
て
お
く

木
の
実
た
わ
わ
動
物
た
ち
の
お
祭
だ

桃
の
実
が
流
れ
古
里
胸
を
張
る

ど
ん
ぐ
り
の
ど
の
実
切

っ
て
も
金
太
郎

マ
ン
ゴ
ー
よ
り
熟
れ
た
ア
タ
シ
は
い
か
が
で
す

野
村
　
賢
悟

（広

島
）

吉
野
い
さ
お

（鳥

取
）

田
中
　
敬
子

（広

島
）

福
西
　
茶
子

（鳥

取
）

永
見
　

心ヽ
咲

（岡

山
）

楠
見
　
章
子

（和
歌
山
）

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

森
田
　
律
子

（京

都
）

矢
坂
　
花
澄

（長

崎
）

奥
　
　
正
之

（福

岡
）

太
田
扶
美
代

（大

阪
）

山
本
　
　
恵

（鳥

取
）

成
田
　
雨
奇

（鳥

取
）

大
橋
　
啓
子

（滋

賀
）

10

小
林
　
妻
子

（岡

山
）

山
中
　
康
子

（鳥

取
）

北
野
　
　
満

（鳥

取
）

山
本
希
久
子

（大

阪
）

澁
谷
さ
く
ら

（兵

庫
）

島
尻
　
　
卓

（沖

縄
）

渡
嘉
敷
唯
正

（沖

縄
）

倉
下
　
真
澄

（石

川
）

萩
原
　
典
呼

（兵

庫
）

山
下
　
　
京

（鳥

取
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

伊
藤
　
寿
子

（北
海
道
）

大
田
か
つ
ら

（沖

縄
）



寄
り
添
う
て
家
族
の
か
た
ち
石
招
の
実

枇
杷
の
実
の
無
く
な
る
頃
に
鳥
も
消
え

利
発
そ
う
な
脳
味
噌
が
あ
る
胡
桃
の
実

実
を

つ
け
て
や
っ
と
私
の
役
終
え
る

神
様
の
果
実
と
き
ど
き
毒
が
有
る

焦
燥
の
叫
び
椿
の
実
が
固
い

一
粒
の
種
を
実
ら
す
日
よ
水
よ

永
田
町
で
買

っ
た
木
の
実
が
芽
吹
か
な
い

実
印
を
男
の
顔
で
押
し
て
い
る

木
の
実
降
る
残
り
時
間
は
正
確
に

胡
桃
割
る
十
八
歳
の
選
挙
権

大
好
き
な
町
や
ま
も
も
が
熟
れ
て
い
る

ト
マ
ト
に
は
ト
マ
ト
が
出
来
て
恙
無
し

無
花
果
が
熟
れ
る
ア
ダ
ム
の
昔
か
ら

小
澤
誌
津
子

（岡

山
）

石
田
ひ
ろ
子

（大

阪
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）

松
本
　
文
子

（島

根
）

九
橋
　
野
蒜

（岡

山
）

辻
内
　
次
根

（和
歌
山
）

岸
　
　
桂
子

（島

根
）

灰
原
　
泰
子

（岡

山
）

多
良
間
典
男

（沖

縄
）

小
島
　
蘭
幸

（広

島
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

赤
松
ま
す
み

（大

阪
）

岡
本
　
　
恵

（茨

城
）

木
本
　
朱
夏

（和
歌
山
）

《
　
　
”
富
　
　
》

宝
石
を
抱
く
淋
し
さ
か
柘
溜
の
実

実
ら
せ
給
え
と
焼
酎
飲
ん
で
い
る

手
の
届
く
場
所
で
実
の
な
る
優
し
い
木

青
い
実
の
ま
ま
母
と
な
り
父
と
な
り

人
間
の
森
禁
断
の
実
が
熟
れ
る

《
　
・人
　
》

赤
い
実
を
食
べ
た
男
と
女
で
す

《
　
一地
　
》

婚
姻
届
を
出
し
に
行
く
さ
く
ら
ん
ぼ

《
　
一大
　
》

実
の
生
ら
ぬ
木
に
も
し
っ
か
り
水
を
や
る

《
軸

吟

》

余
生
ま
だ
梅
も
ら

つ
き
ょ
も

ニ
ン
ニ
ク
も

板
垣
　
孝
志

（奈

良
）

新
家
　
完
司

（鳥

取
）

橋
倉
久
美
子

（二

重
）

上
嶋
　
幸
雀

（大

阪
）

永
石
　
珠
子

（長

崎
）

山
野
す
み
れ

（鳥

取
）

門
脇
か
ず
お

（鳥

取
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）
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「
　
実
　
」
　

　

恒
弘

実
の
お
も

い
旅
立
つ
あ
す
に
す
る
覚
悟

名
を
捨
て
て
社
の
生
き
残
り
実
を
取
る

神
様
の
果
実
と
き
ど
き
毒
が
有
る

雑
草
の
電
光
石
火
実
を
零
す

晩
学
が
実
り
生
き
が
い
永
ら
え
る

貧
乏
も
今
は
実
ら
ぬ
子
沢
山

結
実

へ
汗
に
ま
み
れ
た
跡
が
あ
る

実
態
は
知
る
人
ぞ
知
る
軍
事
力

汚
染
さ
れ
た
果
実
は
熟
れ
た
ま
ま
腐
る

無
花
果
が
熟
れ
る
ア
ダ
ム
の
昔
か
ら

父
の
樹
を
揺
す
れ
ば
ぽ
と
リ
ヒ
ン
ト
の
実

実
あ
れ
ば
虚
も
あ
る
二
人
夫
婦
で
す

初
背
広
見
送
る
寡
婦
の
意
地
実
る

衛
山
　
選

竹
森
富
久
江

（鳥

取
）

佐
伯
さ
く
ら

（長

崎
）

丸
橋
　
野
蒜

（岡

山
）

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

北
野
　
　
満

（鳥

取
）

宮
崎
咲
貴
子

（兵

庫
）

奥
田
　
佳
子

（岡

山
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

木
本
　
朱
夏

（和
歌
山
）

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

伊
藤
　
　
恒

（京

都
）

中
村
　
忠
夫

（長

崎
）

実
話
で
す
と
狼
少
年
ム
キ
に
な
る

実
も
蓋
も
な
い
話
に
は
さ
せ
ぬ
意
地

真
実
を
語
る
諷
人
と
の
時
間

実
を
食
べ
る
小
鳥
も
遊
ぶ
山
桜

実
直
な
母
呑
兵
衛
の
父
そ
の
倅

天
才
は
虚
像
実
像
増
刊
す

実
印
を
押
す
人
生
の
分
岐
点

迷

っ
て
る
実
は
あ
ん
た
が
蒔
い
た
種

試
行
錯
誤
や
っ
と
実

っ
た
机
上
論

益
荒
男
は
ピ
リ
ッ
と
せ
よ
と
山
椒
の
実

永
田
町
で
買

っ
た
本
の
実
が
芽
吹
か
な
い

手
の
届
く
場
所
で
実
の
な
る
優
し
い
木

酔
芙
蓉
自
分
丈
酔
う
実
の
無
さ

花
は
実
を
ひ
と
科
は
凛
と
Ｄ
Ｎ
Ａ

名
も
実
も
捨
て
て
柩
の
中
の
笑
み

木
下
　
草
風

（岡

山
）

油
谷
　
克
己

（大

阪
）

小
林
　
妻
子

（岡

山
）

神
原
日
出
夫

（岡

山
）

谷
口
　
次
男

（鳥

取
）

山
口
　
高
明

（佐

賀
）

毛
利
　
由
美

（茨

城
）

岡
崎
美
知
江

（鳥

取
）

松
本
　
宏
子

（長

崎
）

吉
野
い
さ
お

（鳥

取
）

灰
原
　
泰
子

（岡

山
）

橋
倉
久
美
子

（二

重
）

吉
田
孔
美
子

（鳥

取
）

平
山
　
三
鶴

（岡

山
）

米
田
　
恭
昌

（奈

良
）
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み
か
月
を
実
ら
せ
逝

っ
た
人
偲
ぶ

今
や

っ
と
亡
父
の
小
言
が
実
を
結
び

生
き
て
い
る
実
感
寝
不
足
が
つ
づ
く

種
の
な

い
実
で
生
産
性
の
な
い
や
つ
だ

実
だ
く
さ
ん
汁
も
小
言
も
母
の
味

青
い
実
の
ま
ま
で
冒
険
か
ら
戻
る

実
ら
な

い
部
分
に
ば
か
り
水
が
行
く

名
も
な
き
も
名
も
な
き
ま
ま
の
実
を
残
す

色
付

い
た
実
か
ら
摘
ま
れ
る
い
ち
ご
狩

き

っ
と
実
る
前
頭
葉
の
淡
い
夢

十
割
の
努
力
固
め
た
実
を
投
げ
る

ブ
ロ
グ
初
夏
青
い
果
実
の
パ
ス
ワ
ー
ド

実
ら
せ
給
え
と
焼
酎
飲
ん
で
い
る

虚
と
実
も
承
知
し
て
い
て

一
つ
屋
根

岸
　
　
桂
子

（島

根
）

田
中
　
敬
子

（広

島
）

藤
村
　
容
子

（石

川
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

永
見
　
心
咲

（岡

山
）

真
島
久
美
子

（佐

賀
）

森
山
　
文
切

（沖

縄
）

倉
下
　
真
澄

（石

川
）

才
木
　
八
郎

（長

崎
）

杉
山
　
　
静

（岡

山
）

藤
井
　
智
史

（岡

山
）

小
谷
美

ッ
千

（鳥

取
）

新
家
　
完
司

（鳥

取
）

内
田
　
厚
子

（島

根
）

《
　
｛名Ｈ　
　
》

天
坪
の
平
衡
や
っ
と
恋
実
る

実
印
と
妻
が
わ
た
し
の
守
り
神

ナ
イ
ア
ガ
ラ
実
は
地
球
の
呼
吸
音

虚
と
実
の
狭
間
で
揺
れ
る
胸
の
バ
ラ

核
を
棄
て
な
い
現
実
の
虚
し
さ
よ

《
　
，人
　
》

焦
燥
の
叫
び
椿
の
実
が
固
い

《
　
地
　
》

被
爆
者
の
実
話
激
し
く
胸
を
打
つ

《
　
一人
　
》

修
羅
い
く

つ
越
え
て
実

っ
た
金
字
塔

《
軸

吟

》

実
力
は
出
し
切
り
ま
し
た
悪
知
恵
も

吉
田
　
弘
子

（鳥

取
）

沢
辺
　
亮
月

（兵

庫
）

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

細
田

一
三
男

（兵

庫
）

萩
原
　
典
呼

（兵

庫
）

辻
内
　
次
根

（和
歌
山
）

三
瀬
清

一
朗

（長

崎
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）
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「
　
』実
　
」
　
　
　
新
家

完
司
　
選

じ

っ
く
り
と
実
に
な
る
孫
を
育
て
ま
す

実
が
な
る
と
信
じ
塾
代
下
宿
代

実
だ
く
さ
ん
汁
も
小
言
も
母
の
味

枇
杷
の
実
の
無
く
な
る
頃
に
鳥
も
消
え

種
か
実
か
毎
日
食
べ
て
い
る
お
米

未
熟
さ
を
天
気
の
所
為
に
す
る
木
の
実

可
憐
な
小
花
び
っ
く
り
ぽ
ん
の
ザ
ボ
ン
の
実

神
様
の
果
実
と
き
ど
き
毒
が
有
る

暑
気
払
い
先
祖
の
梅
に
助
け
ら
れ

試
行
錯
誤
や
っ
と
実

っ
た
机
上
論

実
が
熟
れ
た
森
の
噂
が
風
に
乗
る

宝
石
を
抱
く
淋
し
さ
か
柘
溜
の
実

身

の
文
の
実
り
を
良
じ
と
し
て
生
き
る

届
か
な
い
天
辺
の
実
が
気
に
か
か
る

一
年
の
努
力
が
実
り
菊
花
展

木
の
実
降
る
残
り
時
間
は
正
確
に

花
は
実
を
ひ
と
科
は
凛
と
Ｄ
Ｎ
Ａ

塩
辛
い
海
で
ど
ん
ぐ
り
立
ち
泳
ぎ

実
の
り
す
ぎ
帰

っ
て
来
な
い
鳳
仙
花

名
も
知
ら
ぬ
草
の
実
ふ
か
く
宿
る
庭

花
よ
り
も
食
え
る
実
の
な
る
木
を
植
え
る

実
の
成
る
木
植
え
て
小
鳥
を
呼
ん
で
い
る

梅
桜
ワ
タ
シ
好
み
よ
花
も
実
も

今
す
ぐ
に
実
る
汗
な
ど
な
い
だ
ろ
う

実
あ
れ
ば
虚
も
あ
る
二
人
夫
婦
で
す

木
の
実
た
わ
わ
動
物
た
ち
の
お
祭
だ

回
虫
に
効
く
実
山
椒
亡
母
想
う

実
山
椒
亡
母
の
ボ
レ
ロ
が
近
く
な
る

小
島
　
蘭
幸

（広

島
）

平
山
　
一二
鶴

（岡

山
）

才
木
　
八
郎

（長

崎
）

片
山
　
玲
華

（岡

山
）

松
田
　
栄
香

（広

島
）

成
田
　
雨
奇

（鳥

取
）

福
永
ひ
か
り

（鳥

取
）

山
本
　
　
恵

（鳥

取
）

岩
佐
ダ
ン
吉

（大

阪
）

伊
藤
　
　
恒

（京

都
）

山
下
　
　
京

（鳥

取
）

吉
田
　
弘
子

（鳥

取
）

小
谷
美

ッ
千

（鳥

取
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）

西
山
　
竹
里

（京

都
）

永
見
　
心
咲

（岡

山
）

石
田
ひ
ろ
子

（大

阪
）

野
村
　
賢
悟

（広

島
）

森
　
ふ
み
か

（岡

山
）

崎
山
と
し
子

（沖

縄
）

丸
橋
　
野
蒜

（岡

山
）

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

松
本
　
宏
子

（長

崎
）

辻
内
　
次
根

（和
歌
山
）

板
垣
　
孝
志

（奈

良
）

奥
田
　
佳
子

（岡

山
）

西
村
　
久
江

（鳥

取
）

伊
藤
　
寿
子

（岡

山
）
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実
ら
な
い
部
分
に
ば
か
り
水
が
行
く

色
付
く
と
ふ
っ
く
ら
笑
う
小
さ
な
実

始
ま
り
は
実
ひ
と
つ
落
ち
た
花
畑

皮
も
実
も
捧
げ
て
土
に
な
る
柘
櫂

青
い
実
の
ま
ま
母
と
な
り
父
と
な
り

青
い
実
の
ま
ま
で
冒
険
か
ら
戻
る

自
然
界
果
実
は
ま
る
い
も
の
ば
か
り

実
の
生
ら
ぬ
木
に
も
し

っ
か
り
水
を
や
る

恋
も
ま
た
実
り
の
秋
の
贈
り
物

実
を
結
ぶ
は
ず
だ
と
明
日
を
待

っ
て
い
る

梅
を
干
す
腰
を
叩
い
て
空
を
見
て

父
の
樹
を
揺
す
れ
ば
ぽ
と
リ
ヒ
ン
ト
の
実

草
の
実
が
は
じ
け
こ
れ
か
ら
第
二
章

利
発
そ
う
な
脳
味
噌
が
あ
る
胡
桃
の
実

森
山
　
文
切

（沖

縄
）

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

竹
村
紀
の
治

（鳥

取
）

上
嶋
　
幸
雀

（大

阪
）

真
島
久
美
子

（佐

賀
）

楠
見
　
章
子

（和
歌
山
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）

渡
嘉
敷
唯
正

（沖

縄
）

太
田
扶
美
代

（大

阪
）

奥
山
　
晴
生

（京

都
）

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）

《

客

》

マ
ン
ゴ
ー
よ
り
熟
れ
た
ア
タ
シ
は
い
か
が
で
す

婚
姻
届
を
出
し
に
行
く
さ
く
ら
ん
ぼ

寄
り
添
う
て
家
族
の
か
た
ち
石
櫂
の
実

ト
マ
ト
に
は
ト
マ
ト
が
出
来
て
恙
無
し

益
荒
男
は
ピ
リ
ッ
と
せ
よ
と
山
椒
の
実

＾
　
・人
　
》

余
生
ま
だ
梅
も
ら

つ
き
ょ
も
ニ
ン
ニ
ク
も

《
　
地
　
》

ソ
プ
ラ
ノ
で
笑
ち
て
る
の
が
サ
ク
ラ
ン
ボ

《
　
一大
　
》

大
好
き
な
町
や
ま
も
も
が
熟
れ
て
い
る

《
軸

吟

》

わ
ら
べ
う
た
聞
こ
え
ず
柿
の
実
が
大
る

大
田
か

つ
ら

（沖

縄
）

門
脇
か
ず
お

（鳥

取
）

小
澤
誌
津
子

（岡

山
）

岡
本
　
　
恵

（茨

城
）

吉
野
い
さ
お

（鳥

取
）

森
中
恵
美
子

（大

阪
）

森
田
　
律
子

（京

都
）

赤
松
ま
す
み

（大

阪
）
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「
踊

る

」

_`1^

,こ

雪
ふ
れ
ば
雪
の
匂

い
の
す
る
踊
り

踊
り
子
の
品
も
艶
や
か
阿
波
踊
り

雨
を
呼
ぶ
小
鳥
に
な

っ
た
傘
踊
り

踊
り
子
の
幻
想
を
追
う
伊
豆
の
旅

妻
と
組
む
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
の
灯
は
消
せ
ぬ

笛
吹
き
も
つ
い
踊
り
出
す
月
の
下

輪
の
中
に
幽
霊
も

い
る
盆
踊
り

火
の
舞
を
演
じ
て
閉
じ
る
舞
扇

衣
紋
掛
け
踊
り
の
余
韻
覚
め
や
ら
ず

煽
て
ら
れ
踊
ら
さ
れ
て
る
ピ
エ
ロ
で
す

踊

っ
た
り
踊
ら
さ
れ
た
り
五
十
年

踊
り
た
い
人
ば
か
り
い
る
舞
台
う
ら

フ
ラ
ガ
ー
ル
地
域
起
し
に
燃
え
て
い
る

晩
穂
　
選

森
中
恵
美
子

（大

阪
）

沢
辺
　
亮
月

（兵

庫
）

小
谷
美

ッ
千

（鳥

取
）

中
村
　
忠
夫

（長

崎
）

久
保
田
千
代

（兵

庫
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

橋
倉
久
美
子

（二

重
）

才
木
　
八
郎

（長

崎
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

米
田
　
恭
昌

（奈

良
）

田
中
　
天
翔

（鳥

取
）

高
原
か
お
る

（鳥

取
）

山
本
　
　
恵

（鳥

取
）

威
勢
よ
く
踊
る
が
明
日
の
米
が
な
い

不
器
用
に
踊
る
サ
プ
リ
を
飲
み
な
が
ら

軍
資
金
不
足
で
踊
れ
な
い
選
挙

妻
の
掌
の
中
で
踊

っ
て
い
る
平
和

踊
り
明
か
し
た
足
が
ス
テ
ッ
プ
覚
え
て
る

昨
日
よ
り
今
日
を
信
じ
て
い
る
踊
る

踊
る
な
ら
鷲
峰
山
の
懐
で

九
条
が
消
え
て
自
由
に
踊
れ
な
い

老
人
が
踊
る
特
売
日
の
群
で

阿
波
踊
り
み
ん
な
阿
呆
に
な
る
至
福

男
と
女
こ
の
世
は
仮
面
舞
踏
会

し
ば
ら
く
は
踊
っ
た
ふ
り
を
し
て
お
こ
う

輪
の
中
で

一
人
踊

っ
て
い
る
ピ

エ
ロ

影
だ
け
が
踊
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

天
衣
無
縫
呑
め
ば
踊
り
の
輪
の
中
で

福
西
　
茶
子

（鳥

取
）

高
田
　
羅
奈

（鳥

取
）

石
谷
美
恵
子

（鳥

取
）

松
田
　
栄
香

（広

島
）

宇
都
満
知
子

（大

阪
）

真
島
久
美
子

（佐

賀
）

奥
山
　
春
雄

（鳥

取
）

野
村
　
賢
悟

（広

島
）

石
田
ひ
ろ
子

（大

阪
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

牧
野
　
芳
光

（鳥

取
）

岩
佐
ダ
ン
吉

（大

阪
）

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

永
見
　
心
咲

（岡

山
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）
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鮮
や
か
に
ス
マ
ホ
の
上
で
踊
る
指

ワ
ン
ル
ー
ム
優
雅
に
踊
る
熱
帯
魚

剣
山
の
上
で
踊

っ
て
笑
う
愚
者

震
災
を
忘
れ
ニ
ッ
ポ
ン
が
踊
る

踊
る
し
か
な
い
ヒ
マ
ワ
リ
に
囲
ま
れ
て

懸
命
に
教
育
学
部
踊

っ
て
る

街
お
こ
し
踊
る
サ
ン
バ
に
賭
け
て
い
る

踊
り
ま
し
ょ
う
春
の
尻
尾
を
捕
ま
え
て

憧
れ
の
君

へ
手
編
み
の
指
踊
る

も
う
い
ち
ど
踊
っ
て
み
よ
う
ロ
ー
ヒ
ー
ル

ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
か
ら
踊
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

ト
ー
ス
タ
ー
朝
の
女
神
が
踊
り
出
る

父
さ
ん
の
デ
カ
パ
ン
鯉
峨
と
踊
る

最
後
ま
で
踊
り
通
し
た
な
と
思
う

北
野

　

満

（鳥

取
）

山
下

　

京

（鳥

取
）

藤
井
　
智
史

（岡

山
）

西
山
　
竹
里
（京

都
）

赤
松
ま
す
み
（大

阪
）

吉
田
孔
美
子

（鳥

取
）

細
田

一
三
男

（兵

庫
）

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

矢
坂
　
花
澄

（長

崎
）

澁
谷
さ
く
ら
（兵

庫
）

鴨
田
　
昭
紀

（広

島
）

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

木
下
　
草
風
（岡

山
）

小
林
　
妻
子
（岡

山
）

《
　
｛各】
　
》

素
手
で
火
を
握
る
男
と
な
ら
踊
る

吉
と
出
た
ベ
リ
ー

・
ダ
ン
ス
の
鼓
動
か
も

真
相
を
知
ら
ず
踊

っ
て
い
る
ピ

エ
ロ

趣
味
ざ
ん
ま
い
踊
り
疲
れ
て
風
に
な
る

百
点
が
踊

っ
て
帰
る
ラ
ン
ド
セ
ル

《
　
・人
　
》

ス
ロ
ー
ク
イ
ツ
ク
や
が
て
一
つ
に
な
る
命

《
　
　
机肥
　
　
》

夜
明
け
ま
で
踊

っ
た
バ
ブ
ル
期
の
扇
子

《
　
一人
　
》

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
海
で
踊
っ
て
い
る
い
の
ち

《
軸

吟

》

落
花
狼
藉
北
辺
の
地

へ
舞
う
夕
日

岸丸
山

三
宅

平
山

伊
藤

永
石
　
珠
子

（長

崎
）

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

藤
村

容
子

石

川

桂
子

（島

根
）

威
青

（岡

山
）

保
州

（和
歌
山
）

三
鶴

（岡

山
）

寿
子

（岡

山
）
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「
踊

る

」

木

本

震
災
を
忘
れ
ニ
ッ
ポ
ン
が
踊
る

爆
音
に
諭
吉
が
踊
る
基
地
の
島

踊
り
出
す
ス
イ
ッ
チ
背
伸
び
し
て
入
れ
る

し
ば
ら
く
は
踊

っ
た
ふ
り
を
し
て
お
こ
う

最
後
ま
で
踊
り
通
し
た
な
と
思
う

い
い
フ
ア
ン
負
け
て
も
踊
る
タ
イ
ガ
ー
ス

夜
明
け
ま
で
踊

つ
た
バ
ブ
ル
期
の
扇
子

不
器
用
に
踊
る
サ
プ
リ
を
飲
み
な
が
ら

辞
令

一
枚
他
人
の
靴
で
ま
た
踊
る

蛸
踊
り
い
つ
か
何
か
の
役
に
立
つ

繋
が
れ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
エ
ッ
サ
ッ
サ

踊
り
た
い
人
ば
か
り
い
る
舞
台
う
ら

男
と
女
こ
の
世
は
仮
面
舞
踏
会

朱
夏
　
選

西
山
　
竹
里

（京

都
）

渡
嘉
敷
唯
正

（沖

縄
）

西
村
　
久
江

（鳥

取
）

岩
佐
ダ
ン
吉

（大

阪
）

小
林
　
妻
子

（岡

山
）

前
　
た
も

つ
（大

阪
）

藤
村
　
容
子

（石

川
）

高
田
　
羅
奈

（鳥

取
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

森
　
ふ
み
か

（岡

山
）

竹
村
紀
の
治

（鳥

取
）

高
原
か
お
る

（鳥

取
）

牧
野
　
芳
光

（鳥

取
）

憧
れ
の
君

へ
手
編
み
の
指
踊
る

春
で
す
よ
エ
ブ
リ
バ
ー
デ
ィ
踊
り
ま
し
よ

剣
山
の
上
で
踊

っ
て
笑
う
愚
者

踊
り
疲
れ
て
チ
ョ
コ
パ
フ
ェ
の
て
っ
ぺ
ん
に

真
相
を
知
ら
ず
踊

っ
て
い
る
ピ

エ
ロ

父
さ
ん
の
デ
カ
バ
ン
鯉
峨
と
踊
る

生
き
た
い
を
踊
る
ミ
ミ
ズ
も
子
子
も

雨
乞
い
の
み
ん
な
ク
ラ
グ
に
な
っ
て
ゆ
く

ロ
ボ
ツ
ト
に
越
中
お
わ
ら
踊
ら
せ
る

顔
じ
ゃ
な
い
ど
じ
ょ
う
す
く
い
は
脚
で
あ
る

い
い
顔
で
い
い
人
間
の
ま
ま
踊
る

手
踊
り
で
参
加
し
て
く
る
車
椅
子

シ
ャ
ル
ウ
イ
ダ
ン
ス
青
汁
の
ん
で
蝶
に
な
り

踊
る
し
か
な
い
ヒ
マ
ワ
リ
に
囲
ま
れ
て

踊
る
輪
の
少
女
の
羽
音
聴
こ
え
だ
す

矢
坂
　
花
澄

（長

崎
）

三
瀬
清

一
朗

（長

崎
）

藤
井
　
智
史

（岡

山
）

小
澤
誌
津
子

（岡

山
）

三
宅
　
保
州

（和
歌
山
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）

森
田
　
律
子

（京

都
）

門
脇
か
ず
お
（鳥

取
）

西
ノ
坊
典
子

（京

都
）

加
島

　

修

（鳥

取
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）

中
村
　
忠
夫

（長

崎
）

楠
見
　
章
子

（和
歌
山
）

赤
松
ま
す
み

（大

阪
）

小
谷
美

ッ
千

（鳥

取
）
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素
手
で
火
を
握
る
男
と
な
ら
踊
る

腕
い
て
い
る
の
か
い
い
え
踊
っ
て
い
る
の
で
す

ダ
ン
シ
ン
グ
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
は
も
う
無
理
だ

赤
い
靴
の
魔
力
に
負
け
て
し
ま
い
そ
う

妻
の
笛
に
踊
る
テ
ン
ポ
が
ず
れ
て
い
る

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
掛
け
た
ら
踊
り
出
し
そ
う
だ

踊
っ
て
は
い
る
ど
な
た
か
の
て
の
ひ
ら
で

百
歳
が
踊
る
と
透
明
に
な

っ
た

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
と
お
か
め
で
ピ
ン
チ
踊
り
ぬ
く

威
勢
よ
く
踊
る
が
明
日
の
米
が
な
い

盆
踊
り
明
日
そ
れ
ぞ
れ
に
現
住
所

ジ
ョ
ー
カ
ー
が
紛
れ
会
議
を
踊
ら
せ
る

ひ
と
り
で
も
踊
る
喘
わ
れ
て
も
踊
る

箸
さ
ば
き
の
う
ま
さ
小
骨
が
踊
り
だ
す

岸
　
　
桂
子

（島

根
）

松
本
　
文
子
（島

根
）

古
【今
堂
蕉
子

（大

阪
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

谷
口

　

義

（大

阪
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

萩
原
　
典
呼

（兵

庫
）

灰
原
　
泰
子

（岡

山
）

福
西
　
茶
子
（鳥

取
）

奥
　
　
正
之
（福

岡
）

山
田
こ
い
し
（東

京
）

新
家
　
完
司

（鳥

取
）

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

《
　
　
一冥百　
　
》

下
克
上
踊
る
阿
呆

の
振
り
を
し
て

血
圧
が
高
め
で
ワ
ル
ツ
よ
リ
タ
ン
ゴ

踊
る
輪
の
中
で
孤
独
の
放
し
飼

い

胸
に
虹
抱
い
て
い
る
か
ら
ま
だ
踊
る

踊
り
ま
し
ょ
う
春
の
尻
尾
を
捕
ま
え
て

《
　
・人
　
》

フ
ラ
ガ
ー
ル
み
ん
な
綺
麗
に
老
け
て
い
る

《
　
一地
　
》

手
足
縮
め
て
冬
の
時
代
を
踊
り
抜
く

《
　
天
　
》

稲
妻
は
間
の
踊
り
を
見
た
と
い
う

《
軸

吟

》

夏
の
夜
の
夢
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

上
嶋
　
幸
雀

（大

阪
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）

坂
本
　
嘉
三

（神
奈
川
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

小
島
　
蘭
幸

（広

島
）

山
本
希
久
子

（大

阪
）

板
垣
　
孝
志

（奈

良
）
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「
踊
　
る
」
　
　
　
長
浜

こ
の
世
で
の
踊
り
納
め
は
春
が
い
い

夜
明
け
ま
で
踊
っ
た
バ
ブ
ル
期
の
扇
子

い
い
フ
ア
ン
負
け
て
も
踊
る
タ
イ
ガ
ー
ス

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
掛
け
た
ら
踊
り
出
し
そ
う
だ

パ
ー
ト
ナ
ー
貴
方

一
人
に
決
め
ま
し
た

官
能
の
踊
り
に
心
乱
れ
打
つ

生
涯
現
役
被
災
に
め
げ
ず
ま
だ
踊
る

言
わ
れ
れ
ば
恥
も
承
知
で
踊
り
だ
す

升
酒
に
男
た
ぎ
ら
す
山
車
の
衆

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
と
お
か
め
で
ピ
ン
チ
踊
り
ぬ
く

血
圧
が
高
め
で
ワ
ル
ツ
よ
リ
タ
ン
ゴ

胸
踊
る
対
決
リ
オ
を
楽
し
も
う

ア
ジ
サ
イ
の
舞
台
で
雨
粒
の
ダ
ン
ス

美
籠
　
選

田
中
　
天
翔

（鳥

取
）

藤
村
　
容
子

（石

川
）

前
　
た
も

つ
（大

阪
）

谷
口
　
　
義

（大

阪
）

松
田
　
龍
彦

（岡

山
）

岡
暗
美
知
江

（鳥

取
）

杉
山
　
　
静

（岡

山
）

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

吉
野
い
さ
お

（鳥

取
）

灰
原
　
泰
子

（岡

山
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）

油
谷
　
克
己

（大

阪
）

大
久
保
員
澄

（奈

良
）

踊
る
し
か
な
い
ヒ
マ
ヮ
リ
に
囲
ま
れ
て

の
っ
た
風
の
ら
さ
れ
た
風
踊
り
の
輪

一
筋
の
道
を
悔
い
な
く
踊
り
終
え

踊
る
し
か
な
い
か
ら
踊
る
フ
ラ
ガ
ー
ル

宿
下
駄
の
ま
ま
で
輪
に
入
る
盆
踊
り

回
復
の
兆
し
心
が
踊
り
出
す

蛸
踊
り
い
つ
か
何
か
の
役
に
立
つ

ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
か
ら
踊
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

踊
り
ま
し
ょ
う
春
の
尻
尾
を
捕
ま
え
て

人
間
を
踊
り
疲
れ
て
ま
た
眠
る

鬼
も
仏
も
あ
の
世
忘
れ
て
踊
る
盆

き
こ
え
く
る
エ
イ
サ
ー
踊
る
シ
ャ
メ
届
く

一
年
を
爆
発
さ
せ
る
カ
ー
ニ
バ
ル

老
人
が
踊
る
特
売
日
の
群
で

蛇
皮
線
に
思
わ
ず
反
応
す
る
手
足

赤
松
ま
す
み
（大

阪
）

宮
崎
咲
貴
子

（兵

庫
）

奥
田
　
佳
子

（岡

山
）

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

竹
内
み
さ
緒

（兵

庫
）

内
田
　
厚
子

（島

根
）

森
　
ふ
み
か

（岡

山
）

鴨
田
　
昭
紀

（広

島
）

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

岡
本
　
　
恵

（茨

城
）

鶴
田
　
遠
野

（大

阪
）

岡
部
良
美
枝

（兵

庫
）

萩
原
　
狸
月

（兵

庫
）

石
田
ひ
ろ
子

（大

阪
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）
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檜
舞
台
で
踊
る
夢
持
つ
作
句
帳

妻
の
掌
の
中
で
踊

っ
て
い
る
平
和

い
い
顔
で
い
い
人
間
の
ま
ま
踊
る

趣
味
ざ
ん
ま
い
踊
り
疲
れ
て
風
に
な
る

踊
り
終
え
母

一
条
の
煙
と
な
る

真
相
を
知
ら
ず
踊

っ
て
い
る
ピ

エ
ロ

初
恋
は
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
掌
の
温
さ

旅
楽
し
踊
る
阿
呆
の
輪
に
入
り

赤
い
血
が
流
れ
て
る
う
ち
踊
り
抜
く

夏
祭
リ
エ
イ
サ
ー
隊
の
汗
被
り

ル
ビ
ー
婚
妻
よ
ル
ン
バ
を
踊
ろ
う
か

人
の
世
を
組
ん
ず
解
れ
つ
ま
だ
踊
る

手
の
平
で
踊

っ
た
だ
け
で
恋
終
わ
る

百
歳
が
踊
る
と
透
明
に
な
っ
た

松
本
　
宏
子

（長

崎
）

松
田
　
栄
香

（広

島
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）

平
山
　
一二
鶴

（岡

山
）

永
石
　
珠
子

（長

崎
）

三
宅
　
保
州

（和
歌
山
）

牧
野
　
芳
光

（鳥

取
）

矢
坂
　
花
澄

（長

崎
）

岸
　
　
桂
子

（島

根
）

崎
山
と
し
子

（沖

縄
）

小
島
　
蘭
幸

（広

島
）

田
中
　
敬
子

（広

島
）

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

萩
原
　
典
呼

（兵

庫
）

《
　
｛〓日　
　
》

踊
る
輪
の
中
で
孤
独
の
放
し
飼
い

百
点
が
踊

っ
て
帰
る
ラ
ン
ド
セ
ル

ふ
る
さ
と
の
砂
丘
歩
け
ば
胸
踊
る

胸
に
虹
抱
い
て
い
る
か
ら
ま
だ
踊
る

衣
紋
掛
け
踊
り
の
余
韻
覚
め
や
ら
ず

《
　
・人
　
》

方
言
に
袖
を
引
か
れ
て
輪
に
入
る

《
　
一地
　
》

手
も
足
も
心
も
踊
る
退
院
日

《
　
一大
　
》

桃
色
に
な
る
ま
で
踊
り
続
け
よ
う

《
軸

吟

》

踊
り
子
の
汗
が
飛
び
散
る
指
定
席

坂
本
　
嘉
三

（神
奈
川
）

伊
藤
　
寿
子

（岡

山
）

西
原
　
艶
子

（鳥

取
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

山
下
　
蟹
郎

（鳥

取
）

吉
田
　
弘
子

（鳥

取
）

真
島
久
美
子

（佐

賀
）

21



「　　　毒墾“　　　」

小
島
　
蘭
幸
　
選

古
い
甕
ま

つ
り
囃
子
を
聴
い
て
い
る

甕
ひ
と
つ
転
が
し
終
の
人
と
な
り

甕
か
ら
の
苦
情
は
聞
い
た
こ
と
が
無
い

泥
つ
き
の
甕
は
小
判
の
匂
い
す
る

柵
と
い
う
甕
の
手
が
ま
だ
抜
け
ぬ

水
甕
の
威
厳
残
し
て
植
木
鉢

ご
先
祖
の
味
噌
の
香
り
の
残
る
甕

水
甕
に
祖
母
の
暮
し
が
し
み
つ
い
て

膀
繰
り
を
か
く
し
た
甕
が
あ
る
戸
棚

古
民
家
カ
フ
ェ
傘
立
て
に
な
る
粋
な
甕

満
々
と
大
平
洋
を
溜
め
た
甕

水
甕
の
め
だ
か
恋
す
る
花
の
影

水
甕
を
満
た
す

一
人
の
ヒ
ト
と
し
て

わ
た
く
し
の
空
を
育
て
て
く
れ
た
甕

に
こ
に
こ
と
し
て
た
ら
甕
を
持
た
さ
れ
た

地
球
と
い
う
甕
が
あ
ち
こ
ち
ひ
び
割
れ
る

甕
の
中
の
ぞ
き
頷
く
母
が
い
た

水
瓶
を
満
た
し
て
守
る
亡
母
の
汗

呑
み
こ
も
う
こ
こ
ろ
の
甕
を
深
く
し
て

母
亡
き
あ
と
の
水
甕
が
ひ
び
割
れ
る

一
番
に
フ
リ
マ
で
売
れ
た
祖
父
の
甕

女
の
業
暗
く
て
深
い
甕
の
底

家
族
の
声
を
毎
日
聞
い
た
土
間
の
甕

舟
唄
を
歌
う
甕
な
ら
蔵
に
あ
る

ど
ぶ
ろ
く
が
消
え
て
退
屈
し
て
る
甕

甕
抱
い
て
揺
す
っ
て
の
た
り
す
る
独
り

父
は
胸
に
宇
宙
の
入
る
甕
を
持
つ

甕
の
水
こ
ぼ
し
諷
人
弥
陀
の
も
と

三
宅
　
保
州

（和
歌
山
）

岩
佐
ダ
ン
吉

（大

阪
）

北
野
　
　
満

（鳥

取
）

澁
谷
さ
く
ら
（兵

庫
）

山
本
希
久
子

（大

阪
）

吉
田
孔
美
子

（鳥

取
）

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

大
橋
　
啓
子

（滋

賀
）

西
ノ
坊
典
子

（京

都
）

板
垣
　
孝
志

（奈

良
）

倉
下
　
真
澄

（石

川
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）

永
石
　
珠
子

（長

崎
）

赤
松
ま
す
み
（大

阪
）

土
橋
　
　
螢

（鳥

取
）

長
浜
　
美
籠

（兵

庫
）

松
本
　
文
子

（島

根
）

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

石
田
ひ
ろ
子

（大

阪
）

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

高
原
か
お
る

（鳥

取
）

灰
原
　
泰
子

（岡

山
）

古
今
堂
蕉
子

（大

阪
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

伊
藤
　
　
恒

（京

都
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

門
脇
か
ず
お

（鳥

取
）

森
田
　
律
子

（京

都
）

，

“



甕
の
底
で
熟
成
さ
せ
て
い
る
秘
密

大
甕
の
底
に
あ
ふ
れ
る
人
間
味

芳
醇
な
お
酒
に
変
え
て
く
れ
た
甕

両
親
の
ふ
と
こ
ろ
深
い
深
い
甕

う
め
ぼ
し
は
未
だ
に
母
の
死
を
知
ら
ず

金
と
銀
ふ
た
つ
の
甕
が
響
き
合
う

甕
に
水
満
た
し
哀
し
く
な
っ
て
く
る

ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
歌
こ
だ
ま
す
る
亡
父
の
甕

水
琴
窟
が
奏
で
る
ニ
ッ
ポ
ン
の
音
色

甕
に
水
溜
め
る
明
日
が
来
る
よ
う
に

屈
葬
の
甕
に
牡
丹
を
活
け
て
い
る

女
の
業
す
っ
ぽ
り
甕
に
入
れ
ま
し
た

悲
し
み
を
溜
め
る
大
き
な
甕
を
買
う

ぶ
つ
ぶ
つ
と
甕
の
底
か
ら
声
が
す
る

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

奥
田
　
佳
子

（岡

山
）

細
田

一
三
男

（兵

庫
）

宇
都
満
知
子

（大

阪
）

藤
村
　
容
子

（石

川
）

油
谷
　
克
己

（大

阪
）

畑
　
佳
余
子

（岡

山
）

小
谷
美
ッ
千

（鳥

取
）

鴨
田
　
昭
紀

（広

島
）

西
浦
　
小
鹿

（鳥

取
）

新
家
　
完
司

（鳥

取
）

萩
原
　
典
呼

（兵

庫
）

西
山
　
竹
里

（京

都
）

木
本
　
朱
夏

（和
歌
山
）

《
　
｛区日　
　
》

甕
の
底
死
後
の
世
界
を
見
て
い
ま
す

古
備
前
の
大
甕
は
炎
の
色
で
あ
る

粗
衣
粗
食
子
孫
に
残
す
仁
の
甕

甕
の
中
か
ら
暑
中
見
舞
が
届
く

鋳
割
れ
た
甕
だ
が
翼
な
ら
あ
る
ぞ

《
　
人
　
》

母
さ
ん
の
コ
ン
ト
が
納
屋
の
甕
に
あ
る

《
　
一地
　
》

大
山
と
い
う
水
甕
に
掌
を
合
わ
す

《
　
天
一　
》

甕
の
か
た
ち
に
人
間
を
お
わ
り
ま
す

《
軸

吟

》

ご
先
祖
の
甕
を
覗
い
た
こ
と
は
な
い

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）

丸
山
　
威
青

（岡

山
）

谷
口

　

義

（大

阪
）

森
山
　
文
切

（沖

縄
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

森
中
恵
美
子

（大

阪
）
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「　　　毒澤“　　　」

珠

子

　

選

渡
辺
　
富
子

（奈

良
）

福
永
ひ
か
り

（鳥

取
）

三
瀬
清

一
朗

（長

崎
）

内
田
　
厚
子

（島

根
）

矢
坂
　
花
澄

（長

崎
）

竹
村
紀

の
治

（鳥

取
）

神
原
日
出
夫

（岡

山
）

吉
野

い
さ
お

（鳥

取
）

高
原
か
お
る

（鳥

取
）

奥
山
　
春
雄

（鳥

取
）

山
下
　
凱
柳

（鳥

取
）

鶴
田
　
遠
野

（大

阪
）

松
本
　
宏
子

（長

崎
）

日
の
目
浴
び
甕
棺
栄
華
語
り
出
す

水
甕
の
水
位
雨
乞
い
し
た
く
な
る

泡
盛
の
お
喋
り
を
聞
く
仕
込
み
甕

甕
の
中
弥
生
の
匂
い
し
て
な
ら
ぬ

甕
棺
出
土
卑
弥
呼
い
ず
こ
や
吉
野
ヶ
里

伝
来
の
ぬ
か
床
甕
に
生
き
て
い
る

豊
作
の
梅
の
実
漬
け
る
甕
を
買
う

相
伝
の
甕
の
梅
酒
に
父
母
祖
父
母

水
甕
に
祖
母
の
暮
ら
し
が
し
み
つ
い
て

糠
味
噌
は
甕
の
良
し
悪
し
気
に
し
な

い

水
甕
が
我
が
家
の
歴
史
物
語
る

古
の
れ
ん
受
け
継
ぐ
味
は
甕
で
生
き

紆
余
曲
折
歳
月
語
る
甕
の
肌

永
石

水
甕
は
健
在
森
の
樹
を
育
て

母
さ
ん
の
コ
ン
ト
が
納
屋
の
甕
に
あ
る

縄
文
の
甕
を
掘
り
出
す
竹
の
へ
ら

糠
床
を
大
事
に
守
り
通
す
甕

大
甕
を
ゆ
ず
り
受
け
て
る
八
代
目

子
や
孫
へ
甕

い
っ
ぱ
い
に
漬
け
る
梅

花
の
性
見
つ
め
命
を
抱
く
甕

ふ
く
い
く
と
梅
酢
の
満
ち
る
母
の
甕

古

い
甕
存
在
だ
け
を
主
張
す
る

甕

つ
く
る
い
つ
か
は
入
る
ヵ
メ
に
す
る

水
甕
は
今
も
生
家
で
呼
吸
す
る

三
年
忌
甕
の
背
中

へ
偲
び
泣
く

贋
作
の
甕
が
目
利
き
を
証
か
す

置
き
去
り
の
甕
で
昭
和
の
生
き
残
り

遠
い
日
よ
水
甕
満
た
し
耐
え
た
嫁

上
田
　
宣
子

（鳥

取
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

野
村
　
賢
悟

（広

島
）

橋
倉
久
美
子

（三

重
）

山
下
　
　
京

（鳥

取
）

油
谷
　
克
已

（大

阪
）

大
家
　
風
太

（岡

山
）

奥
田
　
佳
子

（岡

山
）

岡
峙
美
知
江

（鳥

取
）

大
田
か
つ
ら

（沖

縄
）

八
木
　
千
代

（鳥

取
）

山
中
　
康
子

（鳥

取
）

中
村
　
忠
夫

（長

崎
）

小
澤
誌
津
子

（岡

山
）

石
谷
美
恵
子

（鳥

取
）

′
４ス



水
甕
の
満
ち
て
平
和
な
日
が
続
く

梅
干
の
甕
鎮
座
す
る
母
の
城

家
族
の
声
を
毎
日
聞
い
た
土
間
の
甕

芳
醇
な
お
酒
に
変
え
て
く
れ
た
甕

代
々
の
甕
が
納
戸
で
鎮
座
す
る

大
が
め
へ
亡
母
の
糠
床
凛
と
生
き

注
ぎ
こ
ぼ
す
愛
無
限
な
り
母
の
甕

甕
に
水
あ
ふ
れ
て
幸
せ
に
気
づ
く

一
族
の
ル
ー
ツ
が
眠
る
甕
の
底

幸
せ
に
愛
の
あ
ふ
れ
る
母
の
甕

三
代
の
女
の
味
が
こ
も
る
甕

鉾
割
れ
た
甕
だ
が
翼
な
ら
あ
る
ぞ

ね
ん
ご
ろ
に
藍
を
醸
し
て
藍
の
甕

柵
と
い
う
甕
の
手
が
ま
だ
抜
け
ぬ

西
川
　
和
子

（鳥

取
）

奥
　
　
正
之

（福

岡
）

大
橋
　
啓
子

（滋

賀
）

細
田

一
三
男

（兵

庫
）

久
保
田
千
代

（兵

庫
）

平
山
　
三
鶴

（岡

山
）

杉
山
　
　
静

（岡

山
）

岡
本
　
　
恵

（茨

城
）

古
久
保
和
子

（和
歌
山
）

若
林
み
ど
り

（鳥

取
）

岩
佐
ダ
ン
吉

（大

阪
）

森
山
　
文
切

（沖

縄
）

牧
野
　
芳
光

（鳥

取
）

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

《

客

》

ひ
び
割
れ
た
甕
に
も
父
の
忍
の
跡

水
甕
を
心
の
中
に
持

っ
て
い
る

両
親
の
ふ
と
こ
ろ
深
い
深
い
甕

悲
し
み
を
溜
め
る
大
き
な
甕
を
買
う

諷
人
の
甕
に
あ
ふ
れ
た
敗
け
ぎ
ら

い

《
　
・人
　
》

甕
に
水
溜
め
る
明
日
が
来
る
よ
う
に

《
　
一地
．　
》

父
は
胸
に
宇
宙
の
入
る
甕
を
持
つ

《
　
一大
　
》

甕
の
か
た
ち
に
人
間
を
お
わ
り
ま
す

《
軸

吟

》

甕
の
水
こ
ぼ
し
諷
人
弥
陀
の
も
と

田
中
　
敬
子

（広

島
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

宇
都
満
知
子

（大

阪
）

西
山
　
竹
里

（京

都
）

小
林
　
妻
子

（岡

山
）

西
浦
　
小
鹿

（鳥

取
）

西
出
　
楓
楽

（大

阪
）

森
中
恵
美
子

（大

阪
）
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「　　　書な“　　　」

八
木
　
千
代
　
選

屈
葬
の
甕
に
牡
丹
を
活
け
て
い
る

古
備
前
の
大
甕
は
炎
の
色
で
あ
る

定
説
も
変
え
る
か
泥
ま
み
れ
の
甕

甕
の
ふ
た
開
け
れ
ば
そ
こ
は
小
宇
宙

水
甕
の
当
番
だ
っ
た
少
年
期

古
い
甕
ま
つ
り
囃
子
を
聴
い
て
い
る

ゆ
っ
く
り
と
し
て
良

い
で
す
か
君
の
甕

舟
唄
を
歌
う
甕
な
ら
蔵
に
あ
る

甕
達
も
そ
れ
ぞ
れ
余
生
送

っ
て
る

ね
ん
ご
ろ
に
藍
を
醸
し
て
藍
の
甕

甕
に
水
あ
ふ
れ
て
幸
せ
に
気
づ
く

お
い
し
か
っ
た
な
甕
に
仕
込
ん
だ
祖
母
の
味
噌

悔
い
の
な
い
等
身
大
の
ヵ
メ
つ
く
る

熟
成
の
意
見
が
甕
に
た
ま

っ
て
る

ぶ
つ
ぶ
つ
と
甕
の
底
か
ら
声
が
す
る

甕
に
水
溜
め
る
明
日
が
来
る
よ
う
に

ポ
ト
ポ
ト
と
水
甕
あ
ふ
れ
母
の
城

一
番
に
フ
リ
マ
で
売
れ
た
祖
父
の
甕

地
球
と
い
う
甕
が
あ
ち
こ
ち
ひ
び
割
れ
る

水
甕
の
水
位
雨
乞

い
し
た
く
な
る

悲
し
み
を
溜
め
る
大
き
な
甕
を
買
う

甕
は
宇
宙
亡
父
の
傘
を
真
ん
中
に

覗
か
な
い
で
水
琴
窟
の
甕
だ
か
ら

雑
魚
の
声
溜
め
て
弾
け
る
甕
の
蓋

戦
い
に
甕
が
味
方
を
し
て
く
れ
る

ひ
と
言
に
亀
裂
が
走
る
甕
の
底

甕
の
中
お
い
し
い
夢
を
見
て
い
ま
す

沖
縄
の
先
祖
が
眠
る
厨
子
の
甕

西
浦
　
小
鹿

（鳥

取
）

若
林
み
ど
り

（鳥

取
）

吉
田
孔
美
子

（鳥

取
）

三
宅
　
保
州

（和
歌
山
）

福
永
ひ
か
り

（鳥

取
）

西
山
　
竹
里

（京

都
）

小
島
　
蘭
幸

（広

島
）

森
田
　
律
子

（京

都
）

竹
信
　
照
彦

（鳥

取
）

西
村
　
久
江

（鳥

取
）

山
本
希
久
子

（大

阪
）

加
島
　
　
修

（鳥

取
）

渡
嘉
敷
唯
正

（沖

縄
）

新
家
　
完
司

（鳥

取
）

木
下
　
草
風

（岡

山
）

中
村
　
忠
夫

（長

崎
）

毛
利
　
由
美

（茨

城
）

前
　
た
も
つ
（大

阪
）

赤
松
ま
す
み
（大

阪
）

内
田
　
厚
子

（島

根
）

西
ノ
坊
典
子

（京

都
）

松
永
　
林
造

（鳥

取
）

牧
野
　
芳
光

（鳥

取
）

岡
本
　
　
恵

（茨

城
）

宇
都
満
知
子

（大

阪
）

大
田
か
つ
ら

（沖

縄
）

岡
峙
美
知
江

（鳥

取
）

木
本
　
朱
夏

（和
歌
山
）

26



梅
の
甕
の
ぞ
け
ば
私
の
よ
う
な
梅

詩
人
だ

っ
た

一
日
甕
を
覗
い
て
た

涙
入
れ
る
と
笑
顔
返
し
て
く
る
甕
よ

諷
人
の
甕
に
あ
ふ
れ
た
敗
け
ぎ
ら
い

か
く
れ
ん
ぼ
陶
器
の
甕
は
温
か
い

糠
床
の
甕
の
つ
ぶ
や
き
聞
き
洩
ら
す

熟
成
は
そ
ろ
そ
ろ
甕
が
よ
く
笑
う

ア
リ
バ
バ
が
隠
れ
た
甕
が
こ
れ
な
ん
だ

水
甕
を
涸
ら
し
た
晩
に
親
が
逝
く

人
間
の
吐
息
き
こ
え
る
甕
の
中

非
常
時
に
大
き
く
見
え
る
母
の
甕

い
い
仕
事
し
て
も
寡
黙
な
甕
で
あ
り

諷
人
さ
ん
が
甕
か
ら
降
ら
す
雨
の
い
ろ

わ
た
く
し
の
空
を
育
て
て
く
れ
た
甕

西
原
　
艶
子

（鳥

取
）

谷
口
　
　
義

（大

阪
）

太
田
扶
美
代

（大

阪
）

小
林
　
妻
子

（岡

山
）

島
尻
　
　
卓

（沖

縄
）

小
澤
誌
津
子

（岡

山
）

上
田
　
宣
子

（鳥

取
）

成
田
　
雨
奇

（鳥

取
）

板
垣
　
孝
志

（奈

良
）

土
橋
　
　
螢

（鳥

取
）

森
中
恵
美
子

（大

阪
）

平
尾
ま
さ
と

（鳥

取
）

高
田
　
羅
奈

（鳥

取
）

門
脇
か
ず
お

（鳥

取
）

《
　
【
會
　
　
》

逆
立
ち
の
甕
が
出
番
を
待

っ
て
い
る

う
め
ぼ
し
は
未
だ
に
母
の
死
を
知
ら
ず

甕
に
水
わ
た
し
に
友
と
本
が
あ
る

甕
の
底
死
後
の
世
界
を
見
て
い
ま
す

甕
棺
の
中
で
ウ
イ
ン
ク
し
て
い
ま
す

《
　
人
一　
》

鉾
割
れ
た
甕
だ
が
翼
な
ら
あ
る
ぞ

《
　
地
　
》

水
甕
を
満
た
す

一
人
の
ヒ
ト
と
し
て

《
　
天
一　
》

わ
か
ち
あ
う
水
は
ま
だ
あ
る
甕
の
中

《
軸

吟

》

償

い
の
甕
置
い
て
い
る
充
た
す
べ
く

真
島
　
清
弘

（佐

賀
）

藤
村
　
容
子

（石

川
）

山
岡
冨
美
子

（大

阪
）

斉
尾
く
に
こ
（鳥

取
）

真
島
久
美
子

（佐

賀
）

森
山
　
文
切

（沖

縄
）

真
島
美
智
子

（佐

賀
）

澁
谷
さ
く
ら

（兵

庫
）
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花
に
な
り
実
に
な
り
踊
り
抜
く
系
譜

一
番
重

い
水
発
だ

い
て
生
き

て
い
る

も

の
凄
く
生
き
た
く
な

っ
て

い
る
呼
吸

29



酸
素
携
帯
旅
人

の
絵
と
な
り
ぬ

強
か
に
生
き
る
三
重
苦
も

い
の
ち

一
行

の
詩
人
に
長

い
旅
が
あ
る

30



さ
く
ら
櫻
こ
れ
か
ら
笑
う
花
未
生

生
き
て
今
あ
り
黄
昏
れ
た
身
を
憶
う

夏
が
く
る
夏

の
暑
さ
が
挑
ま
せ
る

31



忍
と

い
う
眉
毛

い

っ
ぼ
ん
抜
け
落
ち
る

油
断
午
後

い
よ

い
よ
転
ぶ
日
が
増
え

る

長
生
き
を
さ
せ
る
縁
の
下

の
ち
か
ら

32



せ
ん
べ
い
を
撒
く
寝
言
で
は
な

い
祝

い

浮
き
草
や
稼
ぎ
に
と
ど
く
根
が
生
え
ぬ

幸

せ
を

つ
ま
む
箸
に
ほ
ん
で

つ
ま
む

33



金
封
の
き
ず
な
に
筆

の
濃

い
薄

い

追

い
か
け

る
吾
が
人
生

に
不
等
式

滅

ぶ
も

の

の
声
を
風
に
は
任
せ
な

い

34



ふ
た
り
居
て
二
人

の
世
界
く
ち
び
る
二

つ

孵
卵
器
や
友
し

ゃ
べ

っ
て
も
脅
し
て
も

何

の
予
告
か
西
空
に
星
う

る
む
な
り

35



夏
き
ら
ら
生
命
線

の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
で

過
去
流
る
病
妻

に
夏
夕
立
が
く
る

百
八
つ
打

つ
鐘
楼
に
走
り
こ
む

36



夢

百
や
あ

や
し

て
母

の
ま

ん
ま

る
し

内
平
ら
か
に
し
て
雪
が
降

る
雪
は
止
む

再
燃

の
今
は
悔

い
な
き
道
づ
た

い

37



気
忙
し
く
振
る
舞
う
よ
う
に
生
ま
れ
た
り

あ
ま
え
て
は

い
か
ん
と
余
情
ぶ

っ
つ
け

る

ひ
と

の
背

に
安
心
感
を
組

み
た
が
り

38



ど

こ

へ
行
く
少
年
少
女
さ
く
ら
花

根
性
を
き
ざ
む
大
き
な
屋
根

の
下

実
生
か
ら
呆
然
と
す
る
樹
に
太
り

39



枝
垂
れ
ゆ
く
梢

に
な
り
き

っ
て
揺
れ
る

喝
采
は
要
ら
ぬ
と

マ
ナ
ー
識
る
櫻

ざ
わ
ざ
わ
風
に
揉
ま
れ
た
り
噛
ま
れ
た
り

40



千
編

の
詩
に
千
編

の
風
が
あ
る

風

の
吹
く
た
び
風
を
呑

み
込
む
袋

次

の
間

へ
向
け
て
髭
根
も
樹

の
枝
も

41



や

つ
と
呼
吸
さ
せ
て
も
ら
え
る
縁

の
下

こ
の
辺
で
黄
ば
ん
だ
本
を
読

み
返
す

水
汲
ん
で
や
れ
ば
萎
れ
菜
に
も

い
の
ち

42



繕
と

い
て
み
て
も
杖

つ
く
音
が
で
る

あ
た
ら
し

い
土
を
憶
え
た
杖

の
お
と

介
添
え
は
レ
モ
ン
に
カ
ボ

ス
ど
ち
ら
で
も

43



往
く
背
な
に
太
陽

の
こ
え
人

の
声

ふ
ら
り
ふ
ら

ふ
ら
老
境
を
よ
ろ
け
た
り

腹
式
呼
吸
し
て
い
る
大
仏
さ
ん
の
前

4



今

い
ま
に
霞
の
中

の
弱
者
た
ち

い
つ
か
ら
か
防
御
姿
勢

の
癖
を
も

つ

大
急
ぎ
小
急
ぎ

い
の
ち
僕

の
も
の

45



不
寝
番

ひ
た
む
き
な
画
を
護
り
た

い

生
き

て

い
る
小
劇
場
を
演
じ
て
る

朝
と

い
う
粉
ふ
り
か
け
て
き
た
齢

46



い
っ
ぽ
ん
の
杖
と
霧
中
に
紛
れ
こ
み

ほ
が
ら
か
を
演
じ

て
み
る
か
深
呼
吸

ハ
ッ
と
息
呑
む
愛
と

い
う
温
さ
か
ら

47



恋
心
ま
だ
あ
り
髭
を
剃
り
落
と
す

生
き
た

い
と
告
げ

て
い
る
売
り
声

が
は
ず

む

あ
の
実
が
欲
し
や
高

い
処
に
熟
れ
て
い
る

48



海
あ
お
く
裏
動
脈
を
ふ
る
さ
と
に

い

っ
き
に
喋
り
喉

の
痺
れ
を
地

に
か
え
す

49

少
年
に
郷
は
狭

い
の
か
も
し
れ
ぬ



ど

の
よ
う

に
し

て
も
数
え

て
お
く
夜
だ

み
ぞ
お
ち

に
残
響

し
て
る
生
命
び
ろ

い

聞
き
採

っ
て
あ
げ
ね
ば
無
駄
な
声
に
な
る

Ю



母
と

い
う
樹
液
を
涸
ら
し
て
は

い
な

い

こ

の
宵

の
声
も

い
の
ち
を
惜
し
む
な
り

い
の
ち
在
リ

フ
ル
ー

ツ
の
樹
に
ぶ
ら
さ
が
る

51



お
た
が

い
の
慰
問
袋
が
笑

い
合
う

疑
わ
ぬ
こ
と
よ
宝

が
た
ん
と
あ
る

真
ご
こ
ろ
を
羽
織

っ
て
今
日
の
樹

の
か
た
ち

52



も
ぎ
取
れ
る
位
置
か
ら
熟
れ
て
き
た
果
実

宿
命
と
言
え
ど
意
を
突
く
杖
を

つ
く

お
か
げ
さ
ま

で
果
実
を
輝
か
せ
て

い
る

53



縁

の
下
か
ら
煽
て
屋

の
声
が
す
る

今

に
し
て
母

の
膝

が
し
ら
が
熱

い

世
辞
ひ
と

つ
零
し

て
く
れ
る
愉
快
犯

M



元
気
な
ら
嬉
し

い
数
も
多

か
ろ
う

火
ば
し
ら
や
二
言
を
放

つ
気
な
ど
無
し

ひ
ぐ
ら
し
の
杖
を
鏡
に
拾
わ
せ
る

55



実
像
も
影
も
酸
素
の
う
た
が
好
き

と
こ
し
え
に
誓
う
大
き
な
声

ふ
た
り

進
化
し
て
老
人
と

い
う
花
に
な
る

56



群

れ
集
う

か
た
ち

に
夢
を
企

て
る

ほ
が
ら
か
な
貌
パ
ノ
ラ
マ
に
賑
や
か
く

夢
幻
劇

い
つ
し
か
杖
に
先
れ
た
り

57



ひ
た
む
き
辿
り
今
年

の
線
描
画

限
界
も
ま
だ
踏

ん
張

っ
て
み
た
く
な
る

天
寿
ざ
わ
ざ
わ
芽

の
醒
め
て
く

る
櫻

58



杖

い
っ
ぽ
ん
歩
け
歩
け
や
隣
り
合
う

ぽ
と
ぼ
と
と
零
し
人
間
が
夕
暮

れ
る

は
な
む
け
を
遷
宮
に
し

て
神

の
森

59



い
の
ち
あ
る
本
望

の
絵
を
描

い
て
い
る

長
ら
え
て
秋
の
味
ま
た
冬

の
味

杖

い
の
ち
人
間
界

の
扶
助
と
な
り

∞



ゆ
る
や
か
に
語
ら
せ
て

い
る
走
馬
燈

三
者
三
様
に
点
滅
す
る

い
の
ち

資

し

の
密
か
な
ち
か
ら
秋
野
菜

61



ゆ
る
ゆ
る
と
無
邪
気

へ
還
る
老

い
境
地

炎
え
て
い
る
諸
君
を
偲
う
彼
岸
花

サ
ー
ビ
ス
判
ほ
ど

の
余
命
を
重
ん
じ
る

62



て

い
ね

い
に
刻

む
人
生

で
は
な

い
か

耳
ピ
ー
ン
と
獣
は
過
敏
症
ぐ
ら
し

い
の
ち
断

つ
こ
と
載
せ
た
が
る
欄
も
あ
る

63



こ
こ
ろ
ざ
し
高
く
耕
す

こ
と
が
好
き

箸

が
転
ぶ
も

ク
ス
ク
ス
と
女
神
仏

担
う
名
は

一
生
涯

の
花

で

い
る

“



右

ひ
だ
り
脳

い

っ
ぱ

い
に
在

る
秤

火
を
焚

い
て
ヒ
ト
科
も
草
も
芥
に
な
る

誰

の
た
め
に
も
誠
実
な
櫻
な
り

65



殺
生
や
鶏
冠

の
怒
り
冴
え
わ
た
る

夢

一
つ
ふ
た

つ
磁
針

の
指
す
彼
方

合
掌
や
畏
敬

の
念
を
抱
き
じ
め
る

66



ど

の
仲
を
疑
う
も
な
く

ヒ
ト
科

の
炎

せ
せ
ら
ぎ

の
ド

レ
ミ
を
歌

い
柳

の
芽

根
元
か
ら
瞬
発
力
を
念

っ
て
る

67



つ
ば
さ
の
下
に
抱
き
占
め
て
い
る
本
音

雪
掻

い
て
拶

い
も

の
よ
通
り

ゃ
ん
せ

年
輪

の
層

か
ら
洩
れ
て
く
る
呼

吸

68



謙
遜
の
五
体
し

っ
か
り
生
き
と
う
て

多
勢
に
無
勢
そ
れ

で
も
太
陽
は

の
ぼ
る

こ
の
世
か
ら
笑
う
醍
醐
味

で
は
な

い
か

０
′

′
０



蒼
天
に
恥
じ
る
も

の
無
く
喋
り
繰
る

か
た

つ
む
り
仏

の
腕
を
慕

い
お
り

黄
昏

の
炉
心

に
無
理
強

い
は
困

る

70



悦
惚

の
底

に
沈
ん
で
ゆ
く
情
け

首
を
洗

っ
て
崖
ら
し

い
崖

に
な
る

火

の
章

の
弱
ら
ぬ
う
ち
と
急

い
て

い
る

71



出
し
惜
し
み
し
な
が
ら
遭
う

一
馬
力

夜
明
け
き
て
俗
世
に
生
き
る
音
が
で
る

ふ
り
向
く
も
先
を
診
て
往
く
に
も
苦
界

72



つ
え
突
く
も
仏
ご

こ
ろ
を
無
と

し
な

い

各
界
に
放

つ
笑
が
お

の
多
種
多
様

し

っ
か
り
と
個
展

の
貌

に
な

っ
て

い
る

73



来
世
ま
で
杖
曳
く
お
と
が

つ
い
て
く
る

堪
え
て
は
泳
え
て
免
れ
あ
う
夫
婦

洗
面

の
た
び
に
浄

め
て

い
る
身
も
と

74



こ
と

ほ
ぎ

の
福
茶
そ
れ
か
ら
裏
切
ら
ず

陽
を
芯

に
果
実

の
笑

い
ご
え

が
す

る

花
を
狩

る
花

ア
ル
バ
ム
の
旅
ま
く
ら

75



え

ん
び

つ
の
影
を
も
ら

っ
て

い
る

ロ
ダ

ン

の
こ
る
文

の
こ
ら
ぬ
文
も
人

が
描
く

平
熱
に
な

る
ま
で
解

い
て
き
た
真
偽

76



い
つ
の
ま
に
余
炎
を
曝
し
ば
か
り
な
る

還
暦

の
春
を
も
ら

っ
て

い
る
う
ふ
ふ

異
端
児
と
名
乗
り
優
駿
と
も
名
乗

る

77



五
巡
目

の
噺
き
厄
さ
ら
ば
さ
ら
ば

去
年
今
年

い
の
ち
ば
ん
馬
を
憶
う
な
り

来
る
秋

の
駒
ね
ぎ
ら

い
を
念

い
ぬ
く

78



花
火
ま
だ
花
火

の
ま
ま

で
ミ
レ

ニ
ア
ム

山
頭
火
ほ
ど
に
甍
を
飛
び
だ
せ
ず

五
体
ま
と
め
て
人
と
な
り
樹
と
も
な
る

79



地
を
掘

っ
て
ゆ
く
根
の
は
な
し
樹

の
は
な
し

に
ん
げ
ん
と
云
う
折
り
紙
に
苦
労
す
る

還
暦

や
気
力

の
失
せ
る
樹

で
は
な

い

“



桃

の
木
は
桃

の
産
毛

の
こ
と
お
も
う

他
愛
な
く
次

の
間
に
人

の
児
ね
む
る

や

っ
と
こ
さ
杖

つ
く
音
も
新
世
紀

81



ど
ん
底
の
生
活

へ
化
粧
な
ど

い
ら
ぬ

ポ
ケ

ツ
ト
を
逃
げ
た

い
夜
叉

の
財
布
持

つ

不
用
意
に
走

れ
ば
石
に
侮
ら
れ

82



寿
命
と
や
狭
き
菩
薩

の
手

の
ひ
ら
で

小
説
に
す

っ
か
り
似

せ
て
生
き
返
る

一
燈
も
明
か

い
嵐
と
し
て
点
す

83



流
さ
れ
た
時
間

に
僕
が
浮

い
て

い
た

日
焼
け
し
た
亡
父

の
愛
読
書
が
読

め
た

ひ
な
祭
り
女
お
ん
な

の
海
お
よ
ぐ

&



男
泣
き
し
て
も
雛
ま

つ
り
が
遠

い

せ
ん
抜
き
を
持

っ
て
命
の
水
に
逢
う

青
空

に
申
し
訳
な

い
愚
痴
落
と
す

85



楚
鐘

の
響

き
サ
ク

ラ
の
身

が
火
照

る

永
代
供
養

は
桜

の
木
に
手
向
け

返
信
に
他
力
本
願

と
は
書

け
ず

%



復
信

に
老
母

の
こ
と
だ
け
案
じ
と
く

骨
組
み
を
変
え

て
愛

の
巣
温
う
な
り

相
合

い
傘

の
骨
繕

っ
て
夫
婦
老

い

87



ゆ
び
き
り

の
指
を
守
ら

て
燕
来
る

ダ

メ
押
し

の
指
切
り
花

の
種
と
す

る

新
緑
の
神

の
森
に
は
逆
ら
わ
ぬ

器



笹
舟

の
緑
を
海

へ
向
け
て
旅

鳩
晴
く
屋
根
で
鬼
瓦
と
な
ら
ぬ

屋
根
五

つ
重
ね
平
和

の
塔
そ
び
え

89



約
束

の

一
つ
ど
こ
か
で
風
に
な
る

恋
人
に
逢
う

日
画
廊

の
ビ
カ

ソ
で
す

ひ
ま
わ
り
が
枯
れ
ぬ
画
廊

の
春

の
ど
か

∞



画
廊
か
ら
キ
リ

ス
ト

の
髭
か
ぞ
え

て
る

靴
鳴

っ
て
答
辞

の
あ
と
の
揚
げ
幕
や

い
の
ち
鮮

や
か
階

は
天
を
突
く

91



古
風
な
け
も
の
亡
父

へ
の
思
慕
と
足
跡
と

一
夫

一
婦

の
煩
悩

つ
な
ぐ
糸
維
り
機

旅
帰
り
迎
え

て
神

の
膝
ま
く
ら

92



病
窓
や
あ

の
黒
百
合
を
省
ら
ん
か

真
夏
日
や
紫
紺

の
茄
子

の
処
方
箋

咲
か
ぬ
樹
も
晩
年
や
が
て
憧
れ
に

93



げ

ん
ま
ん

の
男

の
箱

に
妻
と
子
と

平

几
に
生

き
る
囮

よ
薬

ゆ
び

連

れ
添
う

て
こ
こ
ろ
の
風
を
判
り
会
う

餌



哀
し
み
を
消
し

て
く
れ

て
る
添
う

て
い
る

ほ
ほ
笑

み
の
返
礼
は
母

に
だ
け
と
す
る

還
暦

の
そ

の
後

か
ら
は
母
ら
し
き

95



種
も
仕
掛
け
も
母
を
見
習
う

こ
と
で

申

し
分

の
無

い
囲

い
と
は
母

で
あ
る

記
念
日
を
担
う
薬
指
よ
夫
婦

%



滞
空

や
恋

の
紙

ヒ

コ
ー
キ
飛

ん
で

な
に
喰
わ
ぬ
顔
し
て
甘

い
鬼
ば
か
り

97

喫
煙

は
卒
業

い
の
ち
惜
し
む
な
り



若

い
と
て
道
化
に
も
な
る
呼
吸
を
吐
く

尽
き
る
ま

で
喋
り
酒
盛
る
男
た
ち

自
画
像
の
今
を
仕
上
げ
る
筆
づ
か
い

98



人

い
の
ち
腕
に
喪

の
章
か
ら
み

つ
く

わ
が
ま
ま
な
円
に
魅
か
れ
る
こ
と
が
な

い

ふ
る
さ
と

の
涅
槃

の
像
に
変
わ
り
な
し

99



末
永
く
神
楽

の
鈴

の
謳
う
な
り

い
つ
と
な
く
脳
も
嵩
張
る
も

の
捨
て
る

貯
え
た
知
恵

の
発
芽
に
暇
が
要
り

100



反
戦

の
ち

か
ら
大
嘘

に
は
負

け
ぬ

麓
ま
で
潤
う
峰

の
深
呼
吸

秋
暁

の
励
ま
し
が
あ
り
阿
修
羅
あ
り

101



万
象

の
ど
れ
も
小
嵐
大
嵐

勤
勉
な
窓
を
憶
え

て
い
る
櫻

化
石

の
歯
じ

っ
く
り
生
き

ろ
い
き

ろ
と
や

102



こ
ん
な
に
も
命
乞

い
し
た
灸

の
痕

手
を
組
め
ば
胸

が
眩
く
あ
り
が
と
う

茶
先
わ
さ
わ
さ
太
閤

の
赤

い
傘

103



弧
を
描
く
針
の
海
か
ら
抜
け
出
せ
ぬ

杖

の
音
を
知

っ
て
い
る
か
ら
歩
が
揃
う

消
印
黒

々
愛
を
秘

め
て
た
と
は
知
ら
ず

104



盲
目
の
恋
で
梵
鐘
溶
か
す
か
な

蝉
し
ぐ
れ
児
を
抱
く
夢
を
連
れ
て
い
た

荒
む
私
語
ボ
ト

ル
枕
に
し

て
鎮

め

105



福
祉
切
り
捨
て
陸
の
孤
島
で
杖
が
哭
く

障
害

の
壁
を
十
指

で
和
ま
せ
る

カ
リ

エ
ス
の
背
な
を

ラ
ン
ド

セ
ル
が
摩

る

1(:X3



優
し

い
感
触
母

の
乳
房

へ
戯
れ
る

弾
丸
こ
め
る
女

一
分
間

の
隙

壺

の
底
か
ら
喉

ぼ
と
け
ま

で
愛
を
積
み

107



反
核

ヘ
ド
ー
ム
を
晒
す
月

の
青

石
垣
を

つ
た
え
ば
私
ま
だ
伸
び
る

善
と
な
る
は
な
し
滴

る
木

の
精

108



い
に
し
え

の
和
歌
に
も
秋
の
濃
く
淡
く

一
つ
ず

つ
落
と
し

て
勝
ち
組

の
砦

頭
脳
ま
だ
撓
む
ち
か
ら

の
森

で
あ
り

109



封
印

の
こ
と
責
任

の
朱
を

の
せ
る

ふ
る
さ
と
を
気
遣
う
化
身

で
も
す

る
か

学
問
を
奨
め
る
迂

路

へ
連
れ
る

ロ

11()



傍
ら

の
菩
薩
ご
こ
ろ
が
気
を
配

る

動
乱

の
は
な
し
も
啓
蟄

の
二
月

動
脈

の
タ
ー
ビ

ン
通
う
赤

い
川

111



紙

に
字

の
整
う
ま

で
は
難
儀

で
も

し
み
じ
み
と
懐
古
さ
せ
る
か
石
舞
台

古
稀
と

い
う
旅

の
ま
ど
ろ
み
車
椅
子

112



空
白
を
埋
め
ん
と
す
れ
ば
知
恵
が
要
る

靴
下
も
拾

つ
て
く
れ
る
ベ
ッ
ド
の
手

斬
新
な
画
に
な

る
僧

の
数
珠
さ
ば
き

113



お
気

に
召
す
詩
人
と
な
れ
ぬ
日
が
流
れ

愛
を
意
味
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
何
度
で
も

皆
さ
ん
に
扶
け
て
も
ら

い
櫻

の
樹

114



わ
す
れ
も

の
無
く
前
向
き

の
沓
が
鳴
る

龍
笛

の
音
も
出

て
来

る
呼
吸
法

透
析

の
赤

い
流
れ
に
在
る

い
の
ち

115



摘
花
し
て
や
れ
ば
明
日
も
美
し

い

誇
ら
し
ゅ
う
枝
垂
れ
櫻

の
笑

い
だ
す

暦
と

い
う
尊

い
場
所
に
油
断
せ
ず

116



亡
母

の
霊
前

へ
五
句

117



因
縁
の
世
に
歓
び

の
花
ひ
ら
く

疲
労
困
億
ま
た
今

日

の
筆

の
跡

年
輪

の
数
ね
ぎ

ろ
う

て
樹
を
さ
す

る

118



惜
し
ま
れ
つ
牡
丹
芍
薬
バ
ラ
の
花
首

菩
提
樹

の
数
珠
に
槌

っ
て
い
る
祈
り

119



夕
焼
け
る
森

へ
翼

の
子
守
り
唄
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御

　

礼

諷
人
が
世
を
去
っ
て
三
年
、
何
と
か
諷
人
の
句
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
盛
桜

会
長
と
ご
子
息
の
文
切
さ
ん
か
ら
、
諷
人
を
偲
ん
で
追
悼
誌
上
大
会
を
し
て
は
と
の
打
診
が
あ
り
、
即

お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。
選
者
の
先
生
方
も
諷
人
と
縁
の
深
い
方
々
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
ど
の
位
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
多
く
の
皆
様
に
投
句
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
封
書
の
中
に
、
温
か
い
励

ま
し
の
こ
と
ば
が

一
筆
し
た
た
め
て
あ
り
、
深
い
絆
を
感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

諷
人
は
こ
と
の
ほ
か
桜
が
好
き
で
、
鹿
野
町
の
城
山
公
園
に
枝
垂
れ
桜
の
植
樹
希
望
者
の
募
集
が

あ
っ
た
時
、
自
分
達
に
は
子
供
が
い
な
い
の
で
と
仲
間
に
入
れ
て
頂
き
、
諷
人
桜
と
名
付
け
て
、
毎
年

家
族
三
人
で
そ
の
樹
を
撫
で
て
は
頑
張
れ
よ
と
声
を
掛
け
た
も
の
で
す
。
東
屋
の
前
で
元
気
に
育
っ
て

お
り
、
今
年
も
見
事
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。
鹿
野
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

句
を
拾
い
集
め
て
い
る
と
、
や
は
り
桜
の
句
が
多
く
あ
り
、
又
、
諷
人
の
喜
怒
哀
楽
が
ひ
し
ひ
し
と

迫

っ
て
来
て
、
元
気
な
頃
を
思
い
出
さ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

弓
削
の
灰
原
泰
子
さ
ま
、
松
江
の
松
本
文
子
さ
ま
、
米
子
の
政
岡
日
枝
子
さ
ま
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂

き
ま
し
た
。
言
い
た
い
事
の
言
え
る
柳
友
で
心
の
支
え
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
森
山
文
切
さ
ま
か
ら
も

124



一
言
頂
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
日
枝
子
さ
ま
に
は
夜
遅
く
に
も
拘
ら
ず
愚
痴
や
悩
み
事
を
聴

い
て
頂
い

て
い
た
よ
う
で
す
。

ど
の
会
場

へ
行

っ
て
も
、
「
ふ
う
ち
ゃ
ん
、
諷
人
君
、
フ
ウ
ジ
ン
さ
ん
」
な
ど
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
声

を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。
天
国
で
栞
先
生
、
薫
風
先
生
、
紫
香
先
生
、
鬼
遊
さ
ま
、
／
女
さ
ま
、
そ
し

て
多
く
の
皆
様
と
賑
や
か
く
川
柳
談
義
を
や
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

母

（汲
香
）
と
三
人
で
各
地
の
川
柳
大
会

へ
、
家
族
旅
行
と
し
て
参
加
し
た
事
を
心
の
糧
と
し
て
生

き
て
行
き
ま
す
。
お
世
話
に
な

つ
た
皆
さ
ま
へ
感
謝
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

印
刷
は
、
み
か
月
発
足
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
タ
ク
ミ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
湯
ノ
ロ
社
長
に

お
世
話
頂
き
ま
し
た
。
又
、
表
紙
と
挿
し
絵
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
鹿
野
中
学
校
川
柳
ク
ラ
ブ
の
卒
業
生
で
、

大
阪
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ひ
や
ま
ち
さ
と
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
か
ら
投
句
頂
い
た
川
柳
作
家
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
無
理
を
お
願
い
し
た
選
者
の
先
生
方
、
み

か
月
の
皆
様
、
川
柳
塔
お
き
な
わ
準
備
室
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月

中
　
原
　
み
さ
子

125



略

　

歴

昭
和
十
七
年
生
ま
れ
　
　
本
名
　
中
原
輝
彦

満
三
歳
時
　
脊
椎
カ
リ
エ
ス
を
病
む

雅
号
　
諷
人

鹿
野
中
学
校
卒
業

鳥
取
商
業
高
校
卒
業

東
京
経
理
専
門
学
校
修
了

澤
田
設
備
工
業
い
入
社

帥
澤
田
商
会
転
職

同
社
退
職

０
芝
岡
商
店
入
社

同
社
退
職

鹿
野
町
川
柳
教
室
入
会

み
か
月
川
柳
会
事
務
局
長

鳥
取
県
川
柳
作
家
協
会
登
録

鳥
取
文
芸
協
会
会
員

川
柳
塔
社
誌
友

川
柳
塔
社
同
人

鹿
野
中
学
校
川
柳
ク
ラ
ブ
講
師

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
四
十
年
二
月

昭
和
四
十

一
年
九
月

昭
和
四
十
三
年

一
月

昭
和
四
十
五
年
三
月

昭
和
五
十

一
年
八
月

昭
和
五
十

一
年
八
月

昭
和
五
十
三
年
四
月

昭
和
五
十
四
年
十
二
月

昭
和
五
十
五
年
六
月

昭
和
五
十
五
年
七
月

昭
和
五
十
六
年
二
月

昭
和
五
十
七
年
七
月

昭
和
五
十
九
年
四
月

昭
和
六
十
二
年
七
月

平
成

二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
　
没
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